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1．はじめに

　保健教育において，子ども達が生涯にわたって望ま
しい生活習慣を実践できる資質や能力を育むことは重
要な目標の一つである．そのため，望ましい生活習慣
等に関連する要因を明らかとすることは，今後の保健
教育の在り方を検討する上で必要となる．
　望ましい生活習慣に関連あるいは影響する要因とし
て，子どもの朝食摂取や睡眠に関する習慣等は，保護
者の生活行動の影響を受けることがこれまで報告され
ている 1）2）．中学生を対象とした調査では，朝食摂取
は本人が自覚していなくても保護者の注意等で朝食摂
取がなされる場合もあり，単に望ましい生活習慣を実
践しているといった行動のみにとらわれない保健教育
の必要性が指摘されている 3）．このようなことから，
子ども達が実践している生活習慣を捉える場合，どの

程度自ら進んで実践しているかを捉える必要があると
思われる．また，保健教育で育む望ましい生活習慣は
当然のことながら生涯にわたって実践されていくこと
を目指す必要がある．そのため，子ども達の望ましい
生活習慣を捉える上で，将来の望ましい生活習慣に影
響を与える要因についても検討する必要があることを
示唆する報告もみられる 4）．こうした報告から保健教
育のあり方を検討する際，将来の行動につながるよう
な意欲等に関連する要因についても検討する必要があ
ると思われる．
　令和 3 年度全国学力・学習状況調査報告書 5）によ
ると，中学生の方が小学生よりも朝食を毎日食べてい
ない者の割合が高いこと，毎日同じ時刻に寝ていない
者の割合が高いこと，普段の 1 日当たりのテレビゲー
ム等を行っている時間が長いことなどが示されてい
る．これらのことから，小学校の望ましい生活習慣は
必ずしも自覚的に行われているとは限らず，保健教育
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を受ける年代のうち最も保護者の生活習慣等の影響を
うけやすい年代であるといえる．そのため，現在実施
している望ましい生活習慣にとらわれすぎず，望まし
い生活習慣を実践していける資質や能力を育む基盤づ
くりとなると思われる小学校における保健教育の在り
方を検討することは非常に重要であると思われる．ま
た，「自ら進んで実践する望ましい生活習慣」や将来
にむけての「望ましい生活習慣の実践意欲」に関連す
る要因を明らかにしていくことが必要となると思われ
る．
　これまで，自ら進んで実践している生活習慣に関連
する要因検討として，Health Locus of Control（以下
健康帰属意識とする）との関連が小中学生を対象とし
て検討されており，内的統制と保健行動の実行の自立
性とに相関がみられたとの報告がなされている 6）．ま
た，藤田は 7）「わかる」ことが「行動する」につなが
る保健教育について，「行動する必要性や意味を理解
していること」が基盤の 1 つとなっていると述べてい
る．また，将来を意識した望ましい生活習慣に関して
は，小学生を対象に保健指導を実施し，規則正しい生
活習慣を送る有益性の理解などが自ら健康を守ろうと
する意欲の向上につながったとの報告もみられる 8）．
さらに，養護教諭等がこれまで取り組んできた保健教
育に，からだ学習あるいはからだの学習といわれるも
のがある 9）．こうした学習は，子ども達が望ましい生
活習慣を実践したり，その重要性を理解したりするう
えで重要となる「体に関する認識」を育むために実践
されてきたと推察される．
　こうしたことから，「自ら進んで実践する望ましい
生活習慣」や「望ましい生活習慣の実践意欲」には，「健
康帰属意識」「望ましい生活習慣の重要性に対する意
識」，「体に関する認識」が関連すると考えられる．し
かし，これまで，「自ら進んで実践する望ましい生活
習慣」や「望ましい生活習慣の実践意欲」に関連ある
いは影響する要因検討について，このような要因を包
括的に検討したものはほとんどみられない．
　また，規則正しい生活習慣を送る有益性の理解など
が自ら健康を守ろうとする意欲の向上につながったと
の報告もみられている 8）が，子ども達が望ましい生
活習慣を実践するには，生活習慣が健康にとって重要
であるといった意識に加え，自らの体の健康を守ろう
といった意識を持つことが必要であろうと考えられ
る．その基盤として，自分の体の機能のすばらしさや
自分の体は大切であるといった「体に対する肯定的意
識」も，望ましい生活習慣に関連するのではないかと
考えられる．
　そこで本研究では，小学校における望ましい生活習
慣を実践できる資質・能力を育む保健教育の在り方に

ついて検討することを目的とし，「進んで実践する望
ましい生活習慣」および将来にむけての「望ましい生
活習慣の実践意欲」に「健康帰属意識」，「望ましい生
活習慣を実践する重要性」，「自己の体に対する肯定意
識」，「体についての認識」がどのように関連するのか
を明らかとするための調査を実施した．

2．研究方法

1）調査時期方法と対象
　A 県 A 小学校の 3 年生から 6 年生までの児童を対
象として無記名自記式のアンケートを実施した．令和
3 年 12 月 1 日から令和 3 年 12 月 15 日の間の特別活
動の時間を用いて，養護教諭が調査の説明を行い調査
を実施した．回答は，3 年生 21 名，4 年生 25 名，
5 年生 26 名，6 年生男子 25 名，合計 97 名から回答
があり，そのうち回答に不備のなかった 93 名分を分
析対象とした（有効回収率 95.9％）．
2）本研究に用いた主な調査内容について

（1）健康帰属意識
　健康帰属意識については，田辺の尺度 6）のうち特
に関連性が高い第 1 因子を参考に，内的な帰属意識
5 項目で作成し，健康帰属意識とした．項目は，「A1.
病気になるか健康でいられるかは自分の心がけ次第だ
と思う」，「A2. 規則正しい生活と健康は結びついてい
ると思う」，「A3. 具合が悪い時や病気になったときは
自分の生活の仕方が関わっていると思う」，「A4. 自分
の健康は自分の生活の仕方で守れると思う」，「A5. 規
則正しい生活をすれば，病気を避けられると思う」で
ある．回答は「とてもそう思う」，「そう思う」，「少し
そう思う」，「どちらともいえない」，「少しそう思わな
い」，「そう思わない」，「全くそう思わない」の 7 件法
で求め，肯定的な回答から 7 点，6 点，5 点，4 点，3 点，
2 点，1 点とした．

（2）望ましい生活習慣の重要性
　「望ましい生活習慣の重要性」に関する意識につい
ては，「進んで実践する望ましい生活習慣」および「望
ましい生活習慣の実践意欲」と対応させつつ，保健教
育で育めるようなものとなるように作成した．質問項
目は，「B1. 十分な睡眠をとることは，自分が元気に
過ごすために大切なことであると思う」，「B2. 適度な
運動は，自分の体を丈夫にするために大切であると思
う」，「B3. 健康のために規則正しい生活は欠かせない
と思う」，「B4. 朝食を食べることと，よりよく成長す
ることは関係があると思う」，「B5. 栄養バランスのと
れた食事は，健康に生きていくために大切であると思
う」である．回答は「とてもそう思う」，「そう思う」，

「少しそう思う」，「どちらともいえない」，「少しそう
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思わない」，「そう思わない」，「全くそう思わない」の
7 件法で求め，肯定的な回答から 7 点，6 点，5 点，4
点，3 点，2 点，1 点とした．

（3）自己の体に対する肯定意識
　「自己の体に対する肯定的意識」については 5 項目
で作成した．項目は，「D1. 自分の体を大切に思う」，

「D2. 自分の体が好きだ」，「D3. 自分の体はすごい機能
が備わっている」，「D4. 自分の成長が楽しみである」，

「D5. 自分の体の働きに満足している」である．回答
は「とてもそう思う」，「そう思う」，「少しそう思う」，

「どちらともいえない」，「少しそう思わない」，「そう
思わない」，「全くそう思わない」の 7 件法で求め，肯
定的な回答から 7 点，6 点，5 点，4 点，3 点，2 点，
1 点とした．

（4）体や骨に関する認識
　「体や骨に関する認識」については，予備調査とし
た B 小学校において自分の発育への疑問を抱きやす
い身体測定時に子ども達が持つ「体への疑問」を自由
記述形式で回答を得た．それらをもとに体や骨と成長
の関連に関する 9 項目で作成した．項目は，「F1. 運
動によって刺激を与えることで，古い骨を壊し新しい
骨を作るのを助けていると思う」，「F2. 寝ている間に
成長ホルモンや栄養のおかげで骨が成長すると思う」，

「F3. 骨は体をしなやかに動かすためには欠かせない
と思う」，「F4. 骨を作るためには，カルシウムだけで
はなく色々な栄養が必要だと思う」，「F5. 骨は血液を
つくる大切な働きをしていると思う」，「F6. 骨には血
管が通っていて，必要な栄養をやりとりしていると思
う」，「F7. 日光に当たることは骨を丈夫にすることに
繋がっていると思う」，「F8. 体の中のカルシウムが足
りなくなると骨を溶かしてカルシウムを出していると
思う」，「F9. 筋肉をしっかり使うことで骨も丈夫にな
ると思う」である．回答は「とてもそう思う」，「そう
思う」，「少しそう思う」，「どちらともいえない」，「少
しそう思わない」，「そう思わない」，「全くそう思わな
い」の 7 件法で求め，肯定的な回答から 7 点，6 点，
5 点，4 点，3 点，2 点，1 点とした．

（5）進んで実践する望ましい生活習慣
　「進んで実践する望ましい生活習慣」については，「朝
食」「体育以外の運動」「生活リズムを考えた就寝状況」
に加え，嗜好品の量と夕食の野菜摂取量との関連が報
告されていることから 11），「間食の摂取について」，
これらに加えて，「テレビやゲームの使用状況」に関
する 5 項目を測定した．質問項目は「G1. 毎日朝ご飯
を自分からすすんで食べている」，「G2. 生活リズムを
考えて自分からすすんで毎日早く寝るようにしてい
る」，「G3. 生活リズムや健康のことを考えて，時間を
決めてテレビ，ゲームなどを使っている」，「G4. 生活

リズムや健康のことを考えて，量や時間を決めておや
つをとるようにしている」，「G5. 体育の時間以外に健
康のために運動をしている」である．回答は「非常に
あてはまる」，「あてはまる」，「少しあてはまる」，「ど
ちらともいえない」，「少しあてはまらない」，「あては
まらない」，「全くあてはまらない」の 7 件法で求め，
肯定的な回答から 7 点，6 点，5 点，4 点，3 点，2 点，
1 点とした．

（6）望ましい生活習慣の実践意欲
　「望ましい生活習慣の実践意欲」についは，「これか
らの生活について，自分のきもちにあてはまるものに
一つに〇をつけてください」という問い方をした．質
問は「進んで実践する望ましい生活習慣」に対応する
ような 5 項目に加え，将来の生活を予想しやすい高校
生，大学生においては将来保護者により準備されなく
なるような状況において食事バランスが意識されなく
なる可能性について言及した研究がみられる 4）．この
ことから「食事バランス」を加えた 6 項目とした．項
目は，「H1. 健康のためにすすんで朝ごはんを食べよ
うと思う」，「H2. 健康のためにおやつの時間や量を考
えて生活しようと思う」，「H3. 早寝早起きをするため
に，ネットやテレビなどの使い方を常に見直そうと思
う」，「H4. 体育以外に体を動かす時間を作ろうと思
う」，「H5. 健康のために栄養バランスに気を付けよう
と思う」，「H6. 健康に生活するために早寝早起きをし
ようと思う」である．回答は「とてもそう思う」，「そ
う思う」，「少しそう思う」，「どちらともいえない」，「少
しそう思わない」，「そう思わない」，「全くそう思わな
い」の 7 件法で求め，肯定的な回答から 7 点，6 点，
5 点，4 点，3 点，2 点，1 点とした．
3）分析方法
　各測定尺度について探索的因子分析および確認的因
子分析を行い，さらに「進んで実践する望ましい生活
習慣」および「望ましい生活習慣の実践意欲」をそれ
ぞれ従属変数とし，「健康帰属意識」，「望ましい生活
習慣の重要性」，「自己の体に対する肯定意識」，「体や
骨に関する認識」を独立変数として共分散構造分析を
行うこととした．
　なお，統計分析には，SPSS Statistics 26 および
SPSS Amos 26 Graphics を用いた．
4）倫理的配慮
　調査にあたっては，A 小学校の校長先生に許可を得，
児童に調査結果を研究目的以外に使用しないこと，分
析においては個人が特定されないことなどを説明し，
本人が調査を拒否した場合や回答したくない質問には
こたえなくてよい旨など倫理的配慮についても説明を
行い，同意を得た．
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3．結果

1）各尺度について
　「健康帰属意識」，「望ましい生活習慣の重要性」，「自
己の体に対する肯定意識」，「体や骨に関する認識」，

「進んで実践する望ましい生活習慣」，「望ましい生活
習慣の実践意欲」のそれぞれの尺度が本研究におい
て使用可能かどうか検討することを主な目的とし，
各尺度とも探索的因子分析を行った．因子分析を行
う前に，各尺度を構成する質問項目すべての得点お
よび標準偏差などを算出した結果，天井効果がみら
れるような項目もみうけられたが，小学生のありの
ままの意識等を測定した結果であることから，すべ
ての項目を因子分析に使用することにした．因子抽
出法は最尤法で，固有値を確認しながら最適である
と判断される因子数を判断することとした．その結
果，すべての尺度で 1 因子解が最適であった．また，
すべての尺度の項目とも共通性および因子負荷量と
も概ね良好な数値であった（表 1 から表 6）．

　また，信頼性を示すクロンバッハのα係数ついてみ
ると，「健康帰属意識」は .83，「望ましい生活習慣の
重要性」は .82，「自己の体に対する肯定意識」は .81，

「体や骨に関する認識」は .84，「自ら進んで実践する
望ましい生活習慣」は .76，「望ましい生活習慣の実践
意欲」は .85 と良好であり，内的一貫性が確認できた．
　次にそれぞれの尺度について，探索的因子分析の結
果をもとに，確認的因子分析を行った．その結果，す
べての尺度において，一因子解が再現でき，またモデ
ルの適合度に関してみると，「健康帰属意識」では，
GFI＝.956，AGFI＝.868，CFI＝.969，RMSEA＝.108，

「望ましい生活習慣の重要性」では GFI＝.912，AGFI
＝.737，CFI＝.885，RMSEA＝.207，「自己の体に対
する肯定意識」では，GFI＝.970　AGFI＝.909　CFI

表 1．健康帰属意識の子分析について
負荷量 共通性

A5．規則正しい生活をすれば，病気を避けられる .885 .784
A4．自分の健康は自分の生活の仕方で守れる .805 .648
A3． 具合が悪い時や病気になったときは自分の生

活の仕方が関わっている
.681 .464

A1． 病気になるか健康でいられるかは自分の心が
け次第だ

.605 .366

A2．規則正しい生活と健康は結びついている .538 .289
寄　与 60.264

表 2．望ましい生活習慣の重要性の因子分析について
負荷量 共通性

B3． 健康のために規則正しい生活は欠かせないと
思う

.811 .658

B5． 栄養バランスのとれた食事は，健康に生きて
いくために大切である

.742 .648

B2． 適度な運動は，自分の体を丈夫にするために
大切である

.716 .551

B1． 十分な睡眠をとることは，自分が元気に過ご
すために大切なことである

.706 .499

B4． 朝食を食べることと，よりよく成長することは
関係がある

.516 .267

寄　与 49.748

表 3．自己の体に対する肯定意識の因子分析について
負荷量 共通性

D5． 自分の体の働きに満足している .822 .676
D3． 自分の体はすごい機能が備わっている .734 .538
D4． 自分の成長が楽しみである .701 .491
D2． 自分の体が好きだ .655 .429
D1． 自分の体を大切に思う .538 .289
寄　与 48.440

表 4．体や骨に関する認識の因子分析について
負荷量 共通性

F5． 骨は血液をつくる大切な働きをしている .771 .595
F8． 体の中のカルシウムが足りなくなると骨を溶か

してカルシウムを出している
.703 .495

F7． 日光に当たることは骨を丈夫にすることに繋
がっている

.692 .479

F9． 筋肉をしっかり使うことで骨も丈夫になる .640 .410
F4． 骨を作るためには，カルシウムだけではなく色々

な栄養が必要だ
.634 .402

F6． 骨には血管が通っていて，必要な栄養をやり
とりしている

.630 .397

F1． 運動によって刺激を与えることで，古い骨を壊
し新しい骨を作るのを助けている

.600 .360

F2． 寝ている間に成長ホルモンや栄養のおかげで
骨が成長する

.566 .320

F3． 骨は体をしなやかに動かすためには欠かせない .353 .125
寄　与 39.804

表 5．進んで実践する望ましい生活習慣の因子分析について
負荷量 共通性

G4． 生活リズムや健康のことを考えて，量や時間
を決めておやつをとる

.795 .632 

G2． 生活リズムを考えて自分からすすんで毎日早く
寝る

.761 .580

G3． 生活リズムや健康のことを考えて , 時間を決め
てテレビ ,ゲームなどを使っている

.706 .498

G5． 体育の時間以外に健康のために運動をしている .443 .196
G1． 毎日朝ご飯を自分からすすんで食べている .433 .188
寄　与 41.874

表 6．望ましい生活習慣の実践意欲の因子分析について
負荷量 共通性

H5． 健康のために栄養バランスに気を付けよう .871 .758
H2． 健康のためにおやつの時間や量を考えて生活

しよう
.812 .659

H6． 健康に生活するために早寝早起きをしよう .804 .646
H3． 早寝早起きをするために，ネットやテレビなどの

使い方を常に見直そう
.749 .561

H4． 体育以外に体を動かす時間を作ろう .542 .294
H1． 健康のためにすすんで朝ごはんを食べよう .444 .197
寄　与 58.584
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＝.985　RMSEA＝.070，「体や骨に関する認識」では
GFI＝.909　AGFI＝.849　CFI＝.942　RMSEA
＝.077，「自ら進んで実践する望ましい生活習慣」では，
GFI＝.948　AGFI＝.844　CFI＝.931　RMSEA
＝.134，「望ましい生活習慣の実践意欲」では GFI＝.949　
AGFI＝.882　CFI＝.973　RMSEA＝.088 であった

（図 1 から図 6，なお，図中では「望ましい生活習慣
の重要性」は「生活習慣の重要性」，「自己の体に対す
る肯定意識」は「体に対する肯定意識」，「体や骨に対
する認識」は「体・骨の認識」，「自ら進んで実践する
望ましい生活習慣」は「進んで実践」，「望ましい生活
習慣の実践意欲」は「実践意欲」と示す）．

　「自己の体に対する肯定意識」，「体や骨に関する認
識」，「望ましい生活習慣の実践意欲」についてのモデ
ル適合度を示す値は，それぞれ許容範囲内であること
が確認できた．「健康帰属意識」，「自ら進んで実践す
る望ましい生活習慣」については，RMSEA が .1 を
わずかに超えたが，GFI，AGFI，CFI は概ね許容範囲
であった．「望ししい生活習慣を実践する重要性」に
ついては，モデルの適合度を示す値が好ましくないも
のもみられた．
2） 「進んで実践する望ましい生活習慣」および「望ま
しい生活習慣の実践意欲」に影響を与える要因

　「自己の体に対する肯定意識」，「体や骨に関する認
識」，「望ましい生活習慣の実践意欲」についてのモデ
ル適合度を示す値は，それぞれ許容範囲内であること
が確認できたので，そのままこれらの分析に用いるこ
ととした．また，「健康帰属意識」，「自ら進んで実践
する望ましい生活習慣」については，RMSEA が . わ
ずかながら高めの値であったが，GFI，AGFI，CFI は
概ね許容範囲であったことから，項目の削除などを行
わず「健康帰属意識」「自ら進んで実践する望ましい
生活習慣」についてもそのまま分析に用いることとし
た．「望ましい生活習慣の重要性」については，モデ
ルの適合度を示す値が若干好ましくないものもみられ
たが，「自ら進んで実践する望ましい生活習慣」およ
び「望ましい生活習慣の実践意欲」との対応させてお
り，項目を削除するなどせずこのまま分析に用いるこ
ととした．
　「自ら進んで実践する望ましい生活習慣」に関連す

図 1．健康帰属意識の確認的因子分析

図 2．望ましい生活習慣の重要性の確認的因子分析

図 3．自己の体に対する肯定意識の確認的因子分析

図 4．体や骨に関する認識の確認的因子分析

図 5．進んで実践する望ましい生活習慣の確認的因子分析

図 6．望ましい生活習慣の実践意欲の確認的因子分析
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る要因の検討においては，はじめに「健康帰属意識」，
「望ましい生活習慣の重要性」，「自己の体に対する肯
定意識」，「体や骨に関する認識」のすべての変数の「自
ら進んで実践する望ましい生活習慣」に対する影響を
確認したが，「健康帰属意識」，「望ましい生活習慣の
重要性」の影響が有意でなかった．次にこの結果を受
け，「自ら進んで実践する望ましい生活習慣」に対し
て「自己の体に対する肯定意識」，「体や骨に関する認
識」についての影響を確認した結果，これらの変数の
影響は有意であり，モデルの適合度についても GFI
＝.998，AGFI＝.982，　CFI＝1.000，RMSEA＝.000
と良好なものであった（図 7，なお，図中では「望ま
しい生活習慣の重要性」は「生活習慣の重要性」，「自
己の体に対する肯定意識」は「体に対する肯定意識」，

「体や骨に対する認識は「体・骨の認識」，「自ら進ん
で実践する望ましい生活習慣」は「進んで実践」，「望
ましい生活習慣の実践意欲」は「実践意欲」と示す）．

図 7．進んで実践する望ましい生活習慣に関連する要因

　また，「望ましい生活習慣の実践意欲」に影響する
要因の検討においても，「健康帰属意識」，「望ましい
生活習慣の重要性」，「自己の体に対する肯定意識」，「体
や骨に関する認識」のすべての変数の「自ら進んで実
践する望ましい生活習慣」に対する影響を確認した．
その結果，「健康帰属意識」の影響が有意でなかった．
次にこの結果を受け，「望ましい生活習慣の実践意欲」
に対して「自己の体に対する肯定意識」，「望ましい生
活習慣の重要性」，「「体や骨に関する認識」について
の影響を確認した結果，これらの変数の影響は有意で
あり，モデルの適合度についても GFI＝.998，AGFI
＝.976，CFI＝1.000，RMSEA＝.000 と良好なもので
あった（図 8，なお，図中では「望ましい生活習慣の
重要性」は「生活習慣の重要性」，「自己の体に対する
肯定意識」は「体に対する肯定意識」，「体や骨に対す
る認識は「体・骨の認識」，「自ら進んで実践する望ま
しい生活習慣」は「進んで実践」，「望ましい生活習慣
の実践意欲」は「実践意欲」と示す）．

図 8．望ましい生活習慣の実践意欲に関連する要因

4．考察

　「自ら進んで実践する望ましい生活習慣」に関連す
る要因の検討においては，「健康帰属意識」，「望まし
い生活習慣の重要性」の関連はみられず，「自己の体
に対する肯定意識」，「体や骨に関する認識」の関連が
みられる結果であった．また，「望ましい生活習慣の
実践意欲」に関連する要因の検討においては，「健康
帰属意識」の関連はみられず，「自己の体に対する肯
定意識」，「望ましい生活習慣の重要性」，「体や骨に関
する認識」の関連がみられるという結果であった．
　本研究のこのような結果は，小学生が自ら進んで望
ましい生活習慣を実践していく，あるいはこれらの望
ましい生活習慣を今後も実践していこうとする意欲を
育むためには，特に「自己の体に対する肯定意識」，「体
や骨に関する認識」を育めるような保健教育を実施し
ていくことが重要であることを示しているものと思わ
れる．
　これまで養護教諭等が取り組んできた保健教育に，
からだ学習あるいはからだの学習といわれるものがあ
る 9）．からだの学習を実施することでレジリエンスが
高まるかどうかを検証した報告もみられるが 10），こ
れらが望ましい生活習慣やそれらを今後実践していこ
うとする意欲に関連しているかどうかが検証されては
いなかった．本研究の結果から，骨や成長に関する体
に関する認識を深めることが，自ら実践しようとする
生活習慣や今後を望ましい生活習慣を実践しようとす
る意欲に関連することから，今後小学校における望ま
しい生活習慣を実践できる資質・能力を育む保健教育
においては，子どもの発達段階や興味・関心を踏まえ，
からだや骨がどのように成長していくのかといったこ
となどを学べるような教材や発問づくりを行い，小学
生が体や骨に関する認識を深めることができるような
授業が展開されていくことが重要であると思われる．
また，「自己の体に対する肯定意識」を高めるような
保健教育も重要であるが，これらをどのようにして高
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めていくかについては，これまでほとんど検討されて
いなため，このような意識を直接高める保健教育の在
り方について言及することは難しい．本研究の「自ら
進んで実践する望ましい生活習慣」および「望ましい
生活習慣の実践意欲」の関連要因のモデル図に示した
ように，「体や骨に関する認識」との高い正の相関関
係があることから，因果関係については明らかにした
結果ではないが，「体や骨に関する認識」を高めるこ
とで，体の仕組みのすばらしさについて実感し，体の
働きを肯定的にとらえることにつながる可能性がある
のではないかと思われる．そのためには，子どもの発
達段階や興味・関心を踏まえ，からだと成長，からだ
の命などを学べるような教材や発問づくりを行い，小
学生が体に関する認識を深めるような授業を展開する
ことが重要となる思われる．またそのような授業を展
開することで「自己の体に対する肯定意識」を高める
ことにもつながり，その意識の高まりがさらに「自ら
進んで実践する望ましい生活習慣」の形成や「望まし
い生活習慣の実践意欲」を高めることにつながってい
くこと可能性もあるのではないかと思われる．
　「望ましい生活習慣の重要性」に関しては，「自ら進
んで実践する望ましい生活習慣」に関連はみられな
かったが，「望ましい生活習慣の実践意欲」にのみ関
連がみられている．そのため，規則正しい生活習慣を
送る有益性の理解が，自ら健康を守ろうとする意欲の
向上につながったとの報告 8）があるように，こうし
た意識を高めていく保健教育も重要であろうと思われ
る．また「体や骨に関する認識」と「望ましい生活習
慣の重要性」には中程度の正の相関関係みられている
ことから，先述したような授業によって骨や体に関す
る認識を深めることで，「望ましい生活習慣の重要性」
についての意識を高めることも可能であると思われ
る．
　「健康帰属意識」については，「望ましい生活習慣の
重要性」と強い正の相関こそみられるが，「自ら進ん
で実践する望ましい生活習慣」および「望ましい生活
習慣の実践意欲」に関連がみられなかった．これまで，
小中学生を対象とした調査で内的統制と保健行動の実
行の自立性とに相関がみられたとの報告がある 6）．本
研究では，「健康帰属意識」を分析方法および尺度内
容が大きく異なり内的統制の因子のみを用いた一因子
で測定していることから，この結果を否定するもので
はない．しかしながら，本研究の結果から，小学生に
とって「健康帰属意識」を高めることによって「自ら
進んで実践する望ましい生活習慣」が実践されていっ
たり，「望ましい生活習慣の実践意欲」が高められた
りすることが期待されるのではく，「自ら進んで実践
する望ましい生活習慣」の実践を通じて，「健康帰属

意識」が高まり，「望ましい生活習慣の重要性」の再
確認がなされたり，「望ましい生活習慣の実践意欲」
の高まりがみられていくのではないかと思われる．
　いずれにせよ本研究の結果から，今後，小学校にお
ける望ましい生活習慣を実践できる資質・能力を育む
保健教育の在り方として，子どもたちが体や骨の認識
を深めることができるような授業づくりが重要となる
と考えらえれる．そのためにも，このような認識を深
めることができるような発問の検討，教材づくりや授
業実践が進められていく必要があると思われる．

5．本研究の限界

　非常に限られた調査対象者の回答を検討しているた
め，今後さらに対象を広げた検討が必要であると思わ
れる．また，本研究の結果で，必ずしも因果関係を明
らかにしたとはいえないため，因果関係を明らかにす
るための調査，さらに，こうした骨や体に関するため
の実践的研究が必要になると思われる．

6．文献

 1） 藤井千恵，榊原久孝，児童生徒と両親の生活習慣病
危険因子の相関に関する研究．厚生の指標第 57 巻
15 号，1-10，2010

 2） 藤井千恵，幼児・児童・生徒の睡眠・生活リズムに
関連する要因の検討．愛知教育大学研究報告教育科
学編 66 巻，45-53，2017

 3） 入谷仁士，久保昌子，竹口洋子，中学生の朝食摂取
に影響を与える要因について－起床時刻，子どもが
認知している保護者の健康に関する意識を中心とし
て－熊本大学教育学部紀要 (69)，167-173，2020

 4） 入谷仁士，梶原裕美，生涯にわたる望ましい生活習
慣形成に向けた保健教育に関する一考察－高校生お
よび大学生の「現在生活習慣」と「将来の生活習慣
の自己予測」に影響を与える要因を手掛かりに－，
熊本大学教育学部紀要 (66)，239-249，2017

 5） 文部科学省，国立教育政策研究所，令和 3 年度全
国学力・学習状況調査報告書（質問紙調査），p11，
2021

 6） 田辺恵子，小児用 Health Locus of Control 尺度の信
頼性，妥当性の検討，日本看護科学会誌 17(2)，54-
61，1997

 7） 藤田和也，養護教諭が担う「教育」とは何か，143-
144,2008，農文協

 8） 本岡千草，宮本香代子，伊藤武彦，生活習慣定着に
向けて実践できる力を育む学校保健活動のあり方に
ついての一考察－養護教諭が行った集団を対象とし
た保健指導を通して－，日本養護教諭教育学会誌
23(2)，3-16，2020

 9） 藤田和也，養護教諭が担う「教育」とは何か，144-



276 入谷仁士・松本有希・山部真理・久保昌子

150，2008，農文協
10） 久保昌子，入谷仁士，竹口洋子，中学生のレジリエ

ンスを高めるための試み－養護教諭が行う短時間の
保健教育と学校行事の影響について－，日本養護教
諭教育学会誌 25(1)，25-33，2021


	表題
	1．はじめに
	2．研究方法
	3．結果
	4．考察
	5．本研究の限界
	6．文献

